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「2007 年５月期第３四半期 連結業績概要」のお知らせ 

 

「平成 19 年５月期 第３四半期財務・業績の概要（連結）」に関する補足説明の資料として、添

付の「2007 年５月期第３四半期 連結業績概要」をお知らせいたします。 

 

なお、本資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。それら将来の

計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画･予想したものであります。

実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画などとは異なる場合があり、本資料

はその実現を確約、保証するものではございません。 
また、本資料への公認会計士または監査法人の関与はございません。 

以 上 
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20072007年年55月月期期第第33四半期四半期
連結業績概要連結業績概要

20020077年年33月月1155日日
アスクル株式会社アスクル株式会社
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2007年5月期~
2009年5月期

（ビジネスモデル変革）

アスクル 現在のステージ
～

2001年5月期

（高成長期）

2002~
2004年5月期

（基盤の磨き込み）

2005~
2006年5月期

（持続的成長）

ビジビジネスモデルネスモデル

による高成長による高成長

インフラ構築・インフラ構築・
整備整備

持続的成長持続的成長

・収益性の向上

・新規事業への

取り組み

・バランスのとれた
成長と収益性への
挑戦

・中期における
成長戦略の実現

・高い売上成長率

新たな新たな
ビジネスモデルビジネスモデル

へのへの変革変革

・競争力を持った
次世代ビジネス
モデルへの変革

・次世代ビジネスモ
デル構築に向けて
の積極投資

・継続的なコスト
構造改革

2010年5月期

～
（第二成長期）

大きな飛躍へ大きな飛躍へ

・安定的な高収益
体質の確立

20062006年５月期決算説明会資料年５月期決算説明会資料
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Ⅰ. 2007年5月期第3四半期連結業績

Ⅱ. 通期 連結業績の見通し

Ⅲ. 主なトピックス
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Ⅰ.2007年５月期第３四半期 連結業績

3.4

6.6

6.6

18.4

25.1

100.0

売上比
%

下期
見通し

▲0.0

+7.0

+5.4

+7.0

+6.6

+9.8

前年比
%

2.9

5.5

5.4

18.9

24.3

100.0

売上比
%

1,248

2,406

2,371

8,254

10,625

43,753

金額
M¥

07/5第３四半期
(３ヶ月累計）

3.1

5.6

5.6

19.4

25.0

100.0

売上比
%

1,248

2,248

2,250

7,712

9,963

39,858

金額
M¥

06/5第３四半期
(３ヶ月累計）

当期純利益

経常利益

営業利益

販管費

売上総利益

売上高
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Ⅰ.2007年５月期第３四半期 連結業績

2.5

5.0

5.0

19.7

24.8

100.0

売上比
%

通期
見通し

▲17.8

▲19.8

▲20.6

+13.8

+6.3

+8.9

前年比
%

2.0

4.0

4.0

20.4

24.4

100.0

売上比
%

2,618

5,148

5,083

26,150

31,234

128,058

金額
M¥

07/5第３四半期
(９ヶ月累計）

2.7

5.5

5.5

19.5

25.0

100.0

売上比
%

3,187

6,415

6,402

22,979

29,382

117,589

金額
M¥

06/5第３四半期
(９ヶ月累計）

当期純利益

経常利益

営業利益

販管費

売上総利益

売上高
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第３四半期（３ヶ月）連結業績 主なポイント

1. 売上高 前年比 +9.8%

・06年8月下旬発刊 秋冬カタログ増販効果の維持継続

（２Qより秋冬カタログにて売上げ回復 2Q前年比 +11.1％）

【参考】１Q前年比 +5.6% 

（06年2月下旬発刊 春夏カタログ実績）

2. 売上総利益 売上総利益率 24.3%

・売上増に伴う商品調達の効率化

・期間限定ﾌﾟﾗｲｽﾀﾞｳﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ終了(8月末～12月末)

（ｷｬﾝﾍﾟｰﾝによる顧客基盤拡大の達成）

⇒今期２Q比 +0.1%ﾎﾟｲﾝﾄ
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3. 販管費
販管費比率 18.9% 対前年改善率 +0.5%ﾎﾟｲﾝﾄ

・コスト構造改革による削減 ▲2.6億

業務外注費、通信費ほか

・配送運賃の低減

今期２Q配送運賃比率より +0.5%ﾎﾟｲﾝﾄ改善

【改善要因】

小口梱包効率化、家具配送新体制構築効果の現れ

先行投資的費用 5.3 億（9ヶ月累計 20.3億）

人件費、BPO、ﾌﾟﾛﾒﾃﾞｨｶﾙ事業、旧大阪ｾﾝﾀｰ撤収、
中国ｿｰｼﾝｸﾞ事業

通期計画 22億 ⇒ ほぼ計画通りの進捗

第３四半期（３ヶ月）連結業績 主なポイント
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60

100

140

180

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

06/5期

04/5期

05/5期

売上高売上高 = = 購入お客様数購入お客様数 x x 購入お客様単価購入お客様単価

単位:月度

単位:億円

07/5期

稼
動
日
数

稼
動
日
数

当期当期

前期前期

７７７７

７８７８

単体単体

前期比前期比 +8.9%+8.9%

売上高の推移

７５７５

７４７４

７７３３

７７４４

396億円
前1Q比 +5.7%

443億円
前2Q比 +11.1%

436億円
前3Q比 +9.8%
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140

160

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

単位:月度

前1Q比
+7.6%

前期比前期比 +9.4%+9.4%

単体単体 購入お客様数の推移

06/5期

04/5期

05/5期

07/5期

＊＊03/603/6月度を月度を100100として指数化しております。として指数化しております。

前2Q比
+10.5%

前3Q比
+10.1%
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80

90

100

110

120

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

単位:月度

前1Q比
▲1.8%

＊＊03/603/6月度を月度を100100として指数化しております。として指数化しております。

前期比前期比 ▲▲0.4%0.4%

単体単体 購入お客様単価の推移

06/5期

04/5期

05/5期

07/5期

前2Q比
+0.6%

前3Q比
▲0.3%

2006秋冬号
2,000ｱｲﾃﾑ値下

値下率 4.4%

2007春夏号
390ｱｲﾃﾑ値下
値下率 11.8%
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Ⅰ. 2007年5月期第3四半期連結業績

Ⅱ. 通期 連結業績の見通し

Ⅲ. 主なトピックス
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Ⅱ.連結業績の見通し – 通期

+1.82.54,5502.84,469当期純利益

+2.65.09,0085.48,780経常利益

+2.45.08,9745.48,763営業利益

+10.919.735,25119.731,782販管費

+9.124.844,22625.140,546売上総利益

+10.4100.0178,582100.0161,694売上高

前期比 %売上比 %金額 M¥売上比 %金額 M¥

07/5期（見通し）06/5期（実績）
通 期

中間期見通しより、変更はありません。
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Ⅱ.連結業績の見通し 補足説明

1. 売上高 4Q見通し前年比 +14.6%

・07年2月下旬発刊 春夏カタログによる増販効果

・中小事業所顧客の開拓および
ｱｽｸﾙｱﾘｰﾅ（企業一括購買契約ﾓﾃﾞﾙ）ご利用社数の拡大

・上期実施のｷｬﾝﾍﾟｰﾝにより拡大した顧客基盤の活用

※前年4、5月度の前年比が、06年秋冬ｶﾀﾛｸﾞによる売上げ回復前
（06年/05年比 +5.3%、+6.2%）であることを考慮した見通しです。

2. 売上総利益 4Q見通し売上比 25.7%

・春夏カタログでの新製品投入による売上総利益回復

・売上増に伴う商品調達の効率化

・中国現地法人設立による低原価率商材の展開、波及効果

13

3. 販管費 4Q見通し売上比 18.0%

・コスト構造改革プロジェクトの継続

・システム投資による業務効率化によるコストダウン

・期首計画通りの先行投資的費用の減少

通期見通し 22億（3Q累計投資額 20.3億）

Ⅱ.連結業績の見通し 補足説明
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Ⅰ. 2007年5月期第3四半期連結業績

Ⅱ. 通期 連結業績の見通し

Ⅲ. 主なトピックス

（新カタログ発刊、商材の展開ほか）

15

2007春夏カタログ発刊

アイテム数
新規アイテム数
ｵﾘｼﾞﾅﾙ商品ｱｲﾃﾑ数

アイテム数
新規アイテム数
ｵﾘｼﾞﾅﾙ商品ｱｲﾃﾑ数

： 約21,000
： 約 3,400
： 約 2,300

： 約 1,350
： 約 250
： 約 50
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環境に配慮したグリーン商品ご利用の促進

17

0

2000

4000

6000

8000

02/３月 03/3月 04/3月 05/3月 06/3月 07/3月

単位 : ｱｲﾃﾑ

カタログ掲載グリーン商品数の推移

グリーン商品、インターネットの「グリー
ン商品ショップ」、「グリーン商品ご利用
実績ダウンロード」、環境に配慮したサー
ビスをイラストでわかりやすくご案内し購
入の促進を図っています。
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アスクル お試し価格
アスクルは価格だけでなく、品質にも自信のある商品を揃えています。その中から
お客様に使っていただきたい商品をﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ。お得な“お試し価格”をご用意しました。

P.20 P.21

巻頭掲載：15種類 27ｱｲﾃﾑ
（商品ページと重複掲載）

タオル、カラーナプキン、カラー
ペーパーは色バリエーションを含み

1種類とカウントした場合です。

19

お客様が日々お使いになるアスクルの消耗品を、よりお求め安い価格
にてご提供します。

アスクル イチオシ価格
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① ｶﾀﾛｸﾞとｲﾝﾀｰﾈｯﾄ購入ｻｲﾄの連係強化

ｶﾀﾛｸﾞ記載のｷｰﾜｰﾄﾞにより
ｶﾀﾛｸﾞに掲載していない新商品、
最新価格等もｲﾝﾀｰﾈｯﾄ購入ｻｲﾄ
で検索・購入可能としました。

（ｶﾀﾛｸﾞ記載例）

30%

35%

40%

45%

50%

55%

'03/06 '04/06 '05/06 '06/06

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ経由売上高構成比ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ経由売上高構成比の推移の推移

売上高構成比の
50%超が

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ経由です

21

カタログ約1900アイテム＋インターネットショップ約1100アイテムの豊富な品揃え。
お取り寄せサービス、まとめ見積りサービス、プリンタお悩み解決デスク等のサービ
スを紹介。また、スマイルバリューやリサイクル品が探しやすくなりました。

ｶﾀﾛｸﾞとｲﾝﾀｰﾈｯﾄの連係-OAサプライ
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お客様のご要望にお応えし店舗用品を集約して新ショップをオープン。袋ショップ、
収納用品ショップも連動し、専門ショップがパワーアップしました。

② 専門ショップ：計11ショップへ拡大

荷造りや梱包にかかせないアイテムをプロも納得の品揃えで充実させました。

店舗用品ショップ

梱包ショップ

23

05/11/21時点 北陸、北関東
（医療材料専門カタログ創刊時点）

↓

07/２/21時点 33都府県

医療材料販売 エリアの拡大

0

50

100

150

200

250

300

'00/5 '01/5 '02/5 '03/5 '04/5 '05/5 '06/5 '07/5 '08/5 '09/5

3四半期

下期

上期

一般オフィス用品一般オフィス用品一般オフィス用品

医療・介護施設向け
一般消耗品

医療・介護施設向け医療・介護施設向け

一般消耗品一般消耗品

許認可対象の
医療材料

許認可対象の許認可対象の
医療材料医療材料

（注）（注）04/504/5期上期以前の売上高は、期上期以前の売上高は、ｶﾀﾛｸﾞｶﾀﾛｸﾞ発刊前につき推定値です。発刊前につき推定値です。

③③ メディカル＆ケア事業メディカル＆ケア事業 売上高の推移売上高の推移

億円

期

事業開始時

目標 200億
（除く 許認可対象商品）
（04/5決算説明会 公表）
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メディカル＆ケア事業の充実

25

0

2000

4000

6000

8000

02/5月 03/11月 05/05月 06/11月

中堅企業中堅企業

大手企業大手企業

中小事業所中小事業所

ee--ProPro

ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

ｱﾘｰﾅｱﾘｰﾅ

ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

ｲﾝﾀｰﾈｯｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾄ

ｼｮｯﾌﾟｼｮｯﾌﾟ

ﾎﾟｰﾀﾙﾎﾟｰﾀﾙ
ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

個個 人人

単位 : 社
7,763社

（07/02/20時点）

ご登録企業数の推移ご登録企業数の推移

④ アスクルアリーナ （企業一括購買契約モデル）
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特殊品

汎用品

一般

①コンテンツ

（ﾒﾃﾞｨｶﾙ、飲食店）

②ソリューション

大企業

中小
規模
法人

個人

サプライ
ヤー様と
の連携強
化による
商材の飛
躍的拡大

新
調
達
シ
ス
テ
ム

専門
ｼｮｯﾌﾟ

ﾒﾃﾞｨｶﾙ

生活
用品

ｵﾌｨｽ
用品

Web
OAｻﾌﾟﾗｲ

拡大拡大

シンクロカーゴ
（配送状況共有ｼｽﾃﾑ）

シンクロマート
（ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ情報共有ｼｽﾃﾑ）

最適化最適化

プラットフォーム
の高度化

個別化するお客様のニーズと拡大するサプライヤー様をe ｰプラットフォーム上で

つなぐことにより効率的なビジネスを実現する。

お客様と
の関係を
「均一」
から「個
」に進化

シ
ン
ク
ロ
ス
マ
イ
ル

（
Ｃ
Ｒ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
）

深掘深掘

シ
ン
ク
ロ
ハ
ー
ト

（
お
客
様
情
報
社
内
共
有
シ
ス
テ
ム
）

W
E
B
２
・
０

間
接
材
一
括

購
買
シ
ス
テ
ム

アスクル
アリーナ
（企業一括

購買）

ｱｽｸﾙ
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ｼｮｯﾌﾟ
（法人向け）

ポータル
アスクル

（個人向け）

お客様の
ご要望

③e-プラットフォーム

流通ネットワーク（調達物流・在庫・配送）

次世代ビジネスモデルの概念
②ソリューション ①コンテンツ

中国現地法人設立

新大阪物流
センター

20062006年５月期決算説明会資料年５月期決算説明会資料改訂改訂

27

・間接材一括購買システム

・新調達システム

・ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ管理ｼｽﾃﾑ

・ＷＥＢ２．０

第三世代
(2006年～)
第三世代
(2006年～)

新たなビジネスモデルの対応新たなビジネスモデルの対応

基盤の磨きこみ
(2002年～2004年5月)

基盤の磨きこみ
(2002年～2004年5月)

ビジネスモデル
による高成長期
(～2001年5月)

ビジネスモデル
による高成長期
(～2001年5月)

全社
戦略

新たなビジネスモデル
への変革

(2006年6月～)

新たなビジネスモデル
への変革

(2006年6月～)

旧大阪

（９８）

持続的成長
(2005年～
2006年5月)

持続的成長
(2005年～
2006年5月)

物流
戦略

旧東京

（９９）
仙台
福岡

（００）

横浜

（０１）
東京

（０２）
名古屋

（０４）
大阪
（０６）

仙台
（０７）

（e –プラットフォーム と今後の方向性)

第一世代
(～2001年)
第一世代
(～2001年)

ﾈｯﾄ受注

(97年)
旧ＣＲＭ
ｼｽﾃﾑ

(98年)

需要予測

(01年)

ﾏﾃﾊﾝ
物流業務機械化

ｼｽﾃﾑ (98年)

SYNCHROMART

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ情報
共有ｼｽﾃﾑ

(02年)
SYNCHROAGENT

営業支援ｼｽﾃﾑ

(04年)

ビジネスモデルを
支えるIT基盤の整備
ビジネスモデルを

支えるIT基盤の整備

IT戦略（ e -プラットフォーム）

変遷

キーワード

第二世代
(2002年～2006年)

第二世代
(2002年～2006年)

大アスクル共同作業基盤

e-プラットフォームの構築

大アスクル共同作業基盤

e-プラットフォームの構築

SYNCHROSMILE

CRMｼｽﾃﾑ

(06年)

新Webｻｲﾄ

(03年)

SYNCHROCARGO

配送状況共有ｼｽﾃﾑ

(06年)

ﾃﾞｰﾀ分析
ｼｽﾃﾑ Matrix

(01年)

物流戦略とIT戦略 20062006年５月期決算説明会資料年５月期決算説明会資料改訂改訂

(注) ＩＴを活用して、お客様とｻﾌﾟﾗｲﾔｰ様をつなぎ、両者にとって効率的・ﾛｰｺｽﾄな運営が可能となる流通ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

07/2月より
本稼動
（旧センター
1月末閉鎖）

(07/8月より本稼動予定)

（注）
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28

企 業 理 念企 業 理 念

お客様のために

進化するアスクル

お客様のために

進化するアスクル

29

（ご注意）
この資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。

これら将来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が
計画･予想したものであります。実際の業績などは、今後の様々な条件・要素
によりこの計画などとは異なる場合があり、この資料はその実現を確約したり、
保証するものではございません。
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